
有限会社ケア・プランニング 

 

ＳＵＮ荒川ふくし塾 介護福祉士実務者養成研修（通信課程） 学則 

         

（事業者の名称・所在地・代表者）        

第１条 本研修は次の事業者が実施する。        

  有限会社ケア・プランニング        

  東京都荒川区荒川四丁目９番１１号 

代表者 中原 修二郎       

         

（目的）        

第２条 地域に密着した研修施設として、有能な介護人材を育成し供給を図ることにより、地域の介護人材

不足の解消と介護力向上を図ることを目的とする。      

  

（実施課程及び形式、通信の実施地域）        

第３条 前条の目的を達成するために、次の研修事業（以下研修という。）を実施する。なお通信の実施地

域は日本全国とする。 

 

「介護福祉士実務者養成研修（通信課程）」       

       

（研修の名称）        

第４条 研修の名称は、次のとおりとする。       

 「ＳＵＮ荒川ふくし塾 介護福祉士実務者養成研修（通信課程）」    

 

（研修会場の所在地）        

第５条 研修会場の所在地は、次のとおりとする。 

 東京都荒川区荒川五丁目１番１３号 山路ビル２階 ＳＵＮ荒川ふくし塾 教室  

     

（修業年限と日程及び定員）        

第５条 研修期間と日程及び定員は次のとおりとする。     

（１）修業年限：最短６カ月以上（但し原則３年を超えることはできない） 

（２）日程 

時間割は別表「時間割および授業概要」のとおり 

通番 区分 実施期間 募集定員 

１ 無資格者 

6月 4日～12月 3日 ２４名 ２ ヘルパー３級課程修了者 

３ ヘルパー２級課程修了者 



４ ヘルパー１級課程修了者 

５ 介護職員基礎研修終了者 

 

（入学者選抜の方法）        

第６条 入学者選抜の方法については、次のとおり定める。 

（1） 受講資格 

 中学校卒業程度の学力を持ち、本講座教室に通学可能な者で、介護実務の研修が可能な者。 

（2） 受講申込 

  別紙「介護職員 実務者研修 受講申込書」のにより申し込む。 

（３） 入学者選抜の方法 

  受講申込時、面接等により受講可能であるか判断する。 

（４） 提出書類 

  ①介護職員 実務者研修 受講申込書 

  ②科目免除に関わる資格証および受講証明書等の写し   

         

（研修参加費用）        

第７条 研修参加費用は次のとおりとする。（金額は全て税込み。）   

（１）一括払いの場合   

№ 区分 受講料 テキスト代 合計 

１ 無資格者 
110,000円 13,820円 123,820円 

２ ヘルパー３級修了者 

３ ヘルパー２級修了者 
95,000円 13,610円 108,610円 

４ 介護職員初任者研修了者 

４ ヘルパー１級修了者 
20,000円 12,610円 32,610円 

５ 介護職員基礎研修終了者 

（２）分括払いの場合（現金納付）   

№ 区分 第 1回 第 2回 合計 

１ 無資格者 
80,000円 43,820円 123,820円 

２ ヘルパー３級修了者 

３ ヘルパー２級修了者 
70,000円 38,610円 108,610円 

４ 介護職員初任者研修了者 

４ ヘルパー１級修了者 
該当なし 32,610円 

５ 介護職員基礎研修終了者 

（３）支払方法 

指定口座への振り込みまたは、現金納付とする 

（４）納付期限 

一括納付また分割一回目：受講開始前日まで 

分割二回目：第 6回教室授業日まで 



 

（使用教材）        

第８条 研修に使用する教材は次のとおりとする。      

テキスト名 「介護福祉士実務者養成研修 テキスト」 

出版社名    株式会社 日本医療企画  

         

（研修カリキュラム）        

第９条 研修を修了するために履修しなければならないカリキュラムは、別表１のとおりとする。  

（研修会場）        

第１０条 前条の研修を行うために使用する講義及び演習会場は、別表２のとおりとする。  

        

（募集手続き）        

第１１条 募集手続きは次のとおりとする。         

①当社指定の申込用紙に必要事項を記入の上、期日までに申し込む。ただし、定員に達した時点で 申し

込み受付は終了する。        

②当社は、書類審査の上、受講者の決定を行い受講料振込手順書を受講者あてに通知する。   

③受講料振込手順書を受け取った受講者は、指定の期日までに受講料等を納入する。    

④当社は、受講料等の納入を確認した後、受講承諾証と教材を郵送する。   

            

（科目の免除）        

第１２条 科目の免除については別表１のとおりとする。     

   

（通信学習を行う地域）        

第１３条 通信学習を行う地域は日本全国とする。 

 

（通信課程の実施方法）        

第１４条 通信課程については、次のとおり実施する。      

（１）学習方法        

 添削課題を提出期限までに提出する。提出回ごとに採点講評を行い、担当講師と質疑応答を行う。ただ

し、合格点に達しない場合は、合格点に達するまで再提出を求める。    

（２）評価方法        

 添削課題については、課題の理解度及び記述の的確性・論理性に応じて、担当講師が A、B、C、D の評

価を行うこととする。なお、C以上の評価を合格点とする。     

 （A=90点以上、B=80～89点、C=70～79点、D=70点未満）     

（３）個別指導 

 合格点に達しない場合は、個別指導を実施する場合がある。 

（４）質問等の対応方法        

 受講生の質問については、FAX（番号：03－3805－6362）又は電子メール（アドレス：info@best-kaigo.com)



でも受付け、必要に応じて担当講師に照会する。      

  

（修了の認定）        

第１５条 修了の認定は、各科目（第９条に定める科目）の出席時間数が養成施設指定規則に定める時間

数の 3分の２以上の者であり、かつ、全３回の到達度評価の結果が、修了評定会議において基準に達した

と認められた者に対して行う。 

（１）到達度評価は、原則として口答試験及び筆記試験により行う。 

（２）認定基準は、次のとおりとし、理解度の高い順に、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４区分で評価した上で、Ｃ以上の評価

の受講者を評価基準を満たしたものとして認定する。評価基準に達しない場合には、必要に応じて補講等

を行い、基準に達するまで再評価を行う。     

  認定基準（１００点を満点とする）        

    Ａ＝９０点以上、Ｂ＝８０～８９点、Ｃ＝７０～７９点、Ｄ＝７０点未満  

 

（研修欠席者の扱い）        

第１６条 理由の如何にかかわらず、研修開始から１０分以上遅刻した場合は欠席とする。遅刻３回で欠席

１回分とし、３回目にあたった科目を欠席とする。遅刻をし、かつ同一科目内で早退をした場合はその科目

を欠席とする。また、やむを得ず欠席する場合には必ず「欠席届」を提出する。 

 

（補講の取扱い）        

第１７条 研修の一部を欠席した者で、やむを得ない事情があると認められる者については、講義・演習総

時間数の１割を上限とし、また実習は１施設を上限として補講を行うことにより当該科目を修了したものと

みなす。ただし、一補講にかかる受講料については、１科目につき８，０００円を受講者の負担とする。また、

当補講の実施は原則として当社において実施する予定であるが、やむを得ない場合は他の事業者で実施

する場合もある。その場合の受講料は、他の事業者が定める金額によることとする。  

      

（受講の取消し）        

第１８条 次に該当する者は、受講を取消すことができる。      

（１）学習意欲が著しく欠け、修了の見込みが無いと認められる者     

（２）研修の秩序を乱し、その他受講者としての本分に反した者 

 

（研修事業の休業日）        

第１９条 通信課題の問い合わせなど、研修事業の休業日は土曜日・日曜日・祝日、及び年末年始（１２月

２９日～１月３日）とする。 

 

（非常災害時等の取り扱い）        

第２０条 非常災害その他急迫の事情があるときは、臨時に授業を行わないことがある。 

 

（修了証明書の交付）        



第２１条 第１５条により修了を認定された者には、当社において東京都訪問介護員養成研修事業実施要

綱８に規定する修了証明書及び修了証明書（携帯用）を交付する。    

    

（修了者管理の方法）        

第２２条 修了者管理については、次により行う。       

（１）修了者を修了者台帳に記載し、東京都が指定した様式に基づき知事に報告する。   

（２）修了証明書の紛失等があった場合は、修了者の申し出により無料にて再発行を行う。  

            

（研修事業執行担当部署）        

第２３条 本研修事業は当社事務局にて執行する。      

        

（その他の留意事項）        

第２４条 研修事業の実施に当たり、次のとおり必要な措置を講じることとする。   

（１）研修に関して下記の苦情等の窓口を設けて研修実施部署と連携し、苦情及び事故が生じた場合には

迅速に対応する。        

苦情等の窓口：有限会社 ケア・プランニング 事務局 電話：03-3805-636１  

相談担当：杉浦 太亮  

（２）事業実施により知り得た受講者等の個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用しな

い。 

（３）受講者等が実習等で知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用することのな

いよう受講者の指導を行う。        

         

（施行細則）        

第２５条 この学則に必要な細則並びにこの学則に定めのない事項で必要があると認められる時は、有限

会社 ケア・プランニングがこれを定める。        

         

（附 則）        

  この学則は平成２７年  月   日から施行する。     

   

 

 

      



カリキュラム （◎は必要な履修科目） 別表1

1級修了者2級修了者3級修了者

A B C D E F

人間の尊厳
と自立

5 ①  人間の尊厳と自立 ◎

社会の理解
Ⅰ

5 ①  介護保険制度 ◎

社会の理解
Ⅱ

30
①  生活と福祉 ②  社会保障制度 ③  障害者自立支援制度 ④  介護実践に関連する諸
制度

◎ ◎ ◎ ◎

介護の基本
Ⅰ

10
①  介護福祉士制度 ②  尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方と展開 ③  介護福祉士
の倫理

◎ ◎

介護の基本
Ⅱ

20
①  介護を必要とする人の生活の理解と支援 ②  介護実践における連携 ③  介護におけ
る安全の確保とリスクマネジメント ④  介護福祉士の安全

◎ ◎ ◎ ◎

コミュニケー
ション技術

20
①  介護におけるコミュニケーション技術 ②  介護場面における利用者・家族とのコミュニ
ケーション ③  介護におけるチームのコミュニケーション

◎ ◎ ◎ ◎

生活支援技
術Ⅰ

20
①  生活支援とICF ②  ボディメカニクスの活用 ③  介護技術の基本（移動・移乗、食事、
入浴・清潔保持、排泄、着脱、整容、口腔清潔、家事援助等） ④  環境整備、福祉用具活
用等の視点

◎

生活支援技
術Ⅱ

30
①  利用者の心身の状況に合わせた介護、福祉用具等の活用、環境整備 ・移動・移乗・食
事・入浴・清潔保持・排泄・着脱、整容、口腔清潔 ・睡眠・終末の介護

◎ ◎

介護過程Ⅰ 20 ①  介護過程の基礎的知識 ②  介護過程の展開 ③  介護過程とチームアプローチ ◎ ◎

介護過程Ⅱ 25
①  介護過程の展開の実際 ・利用者の状態（障害、要介護度、医療依存度、居住の場、家
族の状況等）について  ・  観察のポイント、安全確保・事故防止、家族支援、他機関との連
携等についても考察させる。

◎ ◎ ◎ ◎

介護過程Ⅲ
（スクーリン
グ）

45

①  介護過程の展開の実際   ・  多様な事例を設定し、介護過程を展開させるとともに、知
識・技術を総合的に活用した分析力・応用力を評価する。 ②  介護技術の評価   ・  介護
技術の原理原則の修得・実践とともに、知識・技術を総合的に活用した判断力、応用力を
評価する。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

発達と老化
の理解Ⅰ

10
①  老化に伴う心の変化と日常生活への影響 ②  老化に伴うからだの変化と日常生活へ
の影響

◎ ◎ ◎ ◎

発達と老化
の理解Ⅱ

20
①  人間の成長・発達 ②  老年期の発達・成熟と心理 ③  高齢者に多い症状・疾病等と留
意点

◎ ◎ ◎ ◎

認知症の理
解Ⅰ

10
①  認知症ケアの理念 ②  認知症による生活障害、心理・行動の特徴 ③  認知症の人と
のかかわり・支援の基本

◎ ◎ ◎

認知症の理
解Ⅱ

20 ①  医学的側面から見た認知症の理解 ②  認知症の人や家族への支援の実際 ◎ ◎ ◎ ◎

障害の理解
Ⅰ

10
①  障害者福祉の理念 ②  障害による生活障害、心理・行動の特徴 ③  障害児者や家族
へのかかわり・支援の基本

◎ ◎ ◎

障害の理解
Ⅱ

20 ①  医学的側面からみた障害の理解 ②  障害児者への支援の実際 ◎ ◎ ◎ ◎

こころとから
だのしくみⅠ

20
①  介護に関係した身体の仕組みの基礎的な理解   （移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、
排泄、着脱、整容、口腔清潔等）

◎ ◎

こころとから
だのしくみⅡ

60
①  人間の心理 ②  人体の構造と機能 ③  身体の仕組み、心理・認知機能等を踏まえた
介護におけるアセスメント・観察のポイント、介護・連携等の留意点   ・移動・移乗      ・食
事   ・入浴・清潔保持  ・排泄   ・着脱、整容、口腔清潔   ・睡眠    ・終末期の介護

◎ ◎ ◎ ◎

医療的ケア 50
①  医療的ケア実施の基礎 ②  喀痰吸引（基礎的知識・実施手順） ③  経管栄養（基礎的
知識・実施手順） ④  演習

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

無資格者科目 時間 教育内容

訪問介護員養成研修 介護職員
基礎研修
修了者

介護職員
初任者研
修修了者



受講時間計 450 95 320 420 50 320 450



 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

47 必須

9/24

10/1

10/8

10/15

10/22

10/29

11/5

[単位認定の方法及び基準]
　（試験やレポートの評価基準な
ど）
毎回の授業で介護技術の見極めを行
うまた、修了前に到達度評価の筆記
試験を行い基準に達した者を認定と
する

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）

介護過程Ⅲ

[使用テキスト・参考文献]
実務者研修テキスト第4巻・5巻

　前半で介護過程の事例検討をさまざまな事例を用いて演習する。後半はシチュエーションや要
介護者の状態に応じた実技事例を演習する。実技演習については毎回の授業で技術の見極めを行
う。また、介護福祉士の試験の対応を必要に応じて行う。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○ 実務者研修課程で学んだ知識・技術を確実に修得し、活用できる。
○ 知識・技術を総合的に活用し、利用者の心身の状況等に応じて介護過程を展開し、系統的な介
護（アセスメント、介護計画立案、実施、モニタリング、介護計画の見直し等）を提供できる。
○  介護計画を踏まえ、安全確保・事故防止、家族との連携・支援、他職種、他機関との連携を
行うことができる。
○  知識・技術を総合的に活用し、利用者の心身の状況等に応じた介護を行うことができる。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

教室授業　日数

 授業の種類

（通信課題　講義　 演習　 実習 ） 本多

[授業の目的・ねらい]
①多様な事例を設定し、介護過程を展開させるとともに、知識・技術を総合的に活用した分析
力・応用力を身につける。
②介護技術の原理原則の修得・実践とともに、知識・技術を総合的に活用した判断力、応用力を
身につける。

実技事例演習３・４

実技事例演習５・６

実技の基本復習１・２

実技事例演習１・２

 授業の回数

7回（日）

介護過程の事例検討１・２

介護過程の事例検討３・４

介護過程の事例検討５・介護福祉士実技試験対策

[授業全体の内容の概要]



 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

65 必須

通信講座（５０Ｈ）

11/19

11/26

 授業の回数

２回（日）

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

医療的ケア 二本柳（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

教室授業（１５Ｈ）

医療的ケアの心得・演習準備（機器の使用方法等）・痰の吸引演習１～４

[授業の目的・ねらい]
介護職に可能な医療的ケアについての基礎を学び、今後実習によって実務が行えるように準備す
る。

[授業全体の内容の概要]
①  医療的ケア実施の基礎 ②  喀痰吸引（基礎的知識・実施手順） ③  経管栄養（基礎的知
識・実施手順） ④  演習

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○  医療的ケアを安全・適切に実施するために必要な知識・技術を修得する。

実務者研修テキスト第８巻 　（試験やレポートの評価基準な
ど）
毎回の授業で医療技術の見極めを行
うまた、修了前に到達度評価の筆記
試験を行い基準に達した者を認定と
する

　人間と社会 1.5Ｈ、保健医療制度とチーム医療 2 Ｈ、安全な療養生活 4 Ｈ、清潔保持と感染
予防 2.5Ｈ、健康状態の把握 3 Ｈ、高齢者及び障害児・者の喀痰吸引概論 11Ｈ、高齢者及び障
害児・者の喀痰吸引実施手順解説 8 Ｈ、高齢者及び障害児・者の経管栄養概論 10Ｈ、高齢者及
び障害児・者の経管栄養実施手順解説 8 Ｈ

救急蘇生法演習１・２、経管栄養演習１～４

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]



通信講座

1

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

5 必須

通信講座 5 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

人間の尊厳と自立 杉浦（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
介護に係るい人間の尊厳と自立について理解する

[授業全体の内容の概要]
 尊厳の保持、自立・自律の支援、ノーマライゼーション、利用者のプライバシーの保護、権利擁
護等について

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
 尊厳の保持、自立・自律の支援、ノーマライゼーション、利用者のプライバシーの保護、権利擁
護等、介護の基本的な理念を理解している。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

人間の多面的な理解と尊厳(2H)、 自立・自律の支援(2H)、人権と尊厳(1H)

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第１巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする



通信講座

2

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

5 必須

通信講座 5 Ｈ 課題添削

介護保険制度創設の背景と目的（1.5Ｈ）　介護保険制度の基礎的理解（2Ｈ）介護保険制度における専門
職の役割（1.5Ｈ）

[授業全体の内容の概要]

介護保険制度の体系、目的、サービスの種類と内容、利用までの流れ、利用者負担、専門職の役
割等

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第１巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

介護保険制度の体系、目的、サービスの種類と内容、利用までの流れ、利用者負担、専門職の役
割等を理解し、利用者等に助言できる。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

社会の理解Ⅰ 杉浦（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

授　業　概　要　

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]

介護保険制度を学ぶ



通信講座

3

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

30 必須

通信講座 30 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

社会の理解Ⅱ 杉浦（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
介護に係る社会のさまざまな制度について学ぶ

[授業全体の内容の概要]
①  生活と福祉 ②  社会保障制度 ③  障害者自立支援制度 ④  介護実践に関連する諸制度

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○  家族、地域、社会との関連から生活と福祉をとらえることができる。
○  社会保障制度の発達、体系、財源等についての基本的な知識を修得している。
○  障害者自立支援制度の体系、目的、サービスの種類と内容、利用までの流れ、利用者負担、
専門職の役割等を理解し、利用者等に助言できる。
○  成年後見制度、生活保護制度、保健医療サービス等、介護実践に関連する制度の概要を理解
している。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

①  生活と福祉（5Ｈ） ②  社会保障制度（10Ｈ） ③  障害者自立支援制度（10Ｈ） ④  介護実践に関連する
諸制度（５Ｈ）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第１巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする



通信講座

4

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

10 必須

通信講座 10 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

介護の基本Ⅰ 杉浦（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
介護の基本理念と介護福祉士の役割について学ぶ

[授業全体の内容の概要]
①  介護福祉士制度 ②  尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方と展開 ③  介護福祉士の倫理

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○  介護福祉士制度の沿革、法的な定義・業務範囲・義務等を理解している。
○  個別ケア、ICF（国際生活機能分類）、リハビリテーション等の考え方を踏まえ、尊厳の保
持、自立に向けた介護を展開するプロセス等を理解している。
○  介護福祉士の職業倫理、身体拘束禁止・虐待防止に関する法制度等を理解し、倫理を遵守し
ている。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

①  介護福祉士制度（3Ｈ） ②  尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方と展開（４Ｈ） ③  介護福祉士の
倫理（3Ｈ）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第２巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする



通信講座

5

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

20 必須

通信講座 20 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

介護の基本Ⅱ 杉浦（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
介護の実践に必要な基本理念を学ぶ

[授業全体の内容の概要]
①  介護を必要とする人の生活の理解と支援 ②  介護実践における連携 ③  介護における安全
の確保とリスクマネジメント ④  介護福祉士の安全

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○  介護を必要とする高齢者や障害者等の生活を理解し、ニーズや支援の課題を把握することが
できる。
○  チームアプローチに関わる職種や関係機関の役割、連携方法に関する知識を修得している。
○  リスクの分析と事故防止、感染管理等、介護における安全確保に関する知識を修得してい
る。
○  介護福祉士の心身の健康管理や労働安全対策に関する知識を修得している。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

①  介護を必要とする人の生活の理解と支援（5Ｈ） ②  介護実践における連携（5Ｈ） ③  介護における安
全の確保とリスクマネジメント（5Ｈ） ④  介護福祉安全（5Ｈ）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第２巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする



通信講座

6

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

20 必須

通信講座 20 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

コミュニケーション技術 杉浦（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
対人援助の基礎であるコミュニケーション技術について学ぶ

[授業全体の内容の概要]
①  介護におけるコミュニケーション技術 ②  介護場面における利用者・家族とのコミュニケー
ション ③  介護におけるチームのコミュニケーション

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○  利用者・家族とのコミュニケーション・相談援助の技術を修得している。
○  援助関係を構築し、ニーズや意欲を引き出すことができる。
○  利用者の感覚・運動・認知等の機能に応じたコミュニケーションの技法を選択し活用でき
る。
○  状況や目的に応じた記録、報告、会議等での情報の共有化ができる。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

①  介護におけるコミュニケーション技術（7Ｈ） ②  介護場面における利用者・家族とのコミュニケーション
（7Ｈ） ③  介護におけるチームのコミュニケーション（6Ｈ）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第３巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする



通信講座

7

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

20 必須

通信講座 20 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

生活支援技術Ⅰ 本多（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
介護技術の基本を修得する

[授業全体の内容の概要]
①  生活支援とICF ②  ボディメカニクスの活用 ③  介護技術の基本（移動・移乗、食事、入
浴・清潔保持、排泄、着脱、整容、口腔清潔、家事援助等） ④  環境整備、福祉用具活用等の視
点

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○  生活支援における ICF の意義と枠組みを理解している。
○  ボディメカニクスを活用した介護の原則を理解し、実施できる。
○  介護技術の基本（移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、着脱、整容、口腔清潔、家事
援助等）を修得している。
○  居住環境の整備、福祉用具の活用等により、利用者の環境を整備する視点・留意点を理解し
ている。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

①  生活支援とICF（2Ｈ） ②  ボディメカニクスの活用（3Ｈ） ③  介護技術の基本（移動・移乗、食事、入
浴・清潔保持、排泄、着脱、整容、口腔清潔、家事援助等）（13Ｈ） ④  環境整備、福祉用具活用等の視点
（2Ｈ）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第４巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする



通信講座

8

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

30 必須

通信講座 30 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

生活支援技術Ⅱ 本多（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
状況に応じて介護技術を使いこなすことを学ぶ

[授業全体の内容の概要]
利用者の心身の状況に合わせた介護、福祉用具等の活用、環境整備 ・移動・移乗・食事・入浴・
清潔保持・排泄・着脱、整容、口腔清潔 ・睡眠・終末の介護

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○  以下について、利用者の心身の状態に合わせた介護、福祉用具等の活用、環境整備を行うこ
とができる。
・移動・移乗・食事・入浴・清潔保持・排泄・着脱、整容、口腔清潔 ・睡眠 ・終末期の介護

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

利用者の心身の状況に合わせた介護、福祉用具等の活用、環境整備 ・移動・移乗・食事・入浴・清潔保
持・排泄・着脱、整容、口腔清潔 ・睡眠・終末の介護 （30Ｈ）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第４巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする



通信講座

9

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

20 必須

通信講座 20 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

介護過程Ⅰ 本多（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
介護過程の基礎を学ぶ

[授業全体の内容の概要]
①  介護過程の基礎的知識 ②  介護過程の展開 ③  介護過程とチームアプローチ

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○  介護過程の目的、意義、展開等を理解している。
○  介護過程を踏まえ、目標に沿って計画的に介護を行う。
○  チームで介護過程を展開するための情報共有の方法、各職種の役割を理解している。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

①  介護過程の基礎的知識（6Ｈ）  ②  介護過程の展開（7Ｈ） ③  介護過程とチームアプローチ（7Ｈ）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第５巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする



通信講座

10

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

25 必須

通信講座 25 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

介護過程Ⅱ 本多（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
介護過程の応用について学ぶ

[授業全体の内容の概要]
①  介護過程の展開の実際 ・利用者の状態（障害、要介護度、医療依存度、居住の場、家族の状
況等）について  ・  観察のポイント、安全確保・事故防止、家族支援、他機関との連携等につ
いても考察させる。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○  情報収集、アセスメント、介護計画立案、実施、モニタリング、介護計画の見直しを行うこ
とができる。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

①  介護過程の展開の実際 ・利用者の状態（障害、要介護度、医療依存度、居住の場、家族の状況等）
について  ・  観察のポイント、安全確保・事故防止、家族支援、他機関との連携等についても考察させ
る。 （２５Ｈ）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第５巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする



通信講座

11

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

10 必須

通信講座 10 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

発達と老化の理解Ⅰ 茂木（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
老化とは何かの基礎を学ぶ

[授業全体の内容の概要]
①  老化に伴う心の変化と日常生活への影響 ②  老化に伴うからだの変化と日常生活への影響

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○  老化に伴う心理的な変化の特徴と日常生活への影響を理解している。
○  老化に伴う身体的機能の変化の特徴と日常生活への影響を理解している。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

①  老化に伴う心の変化と日常生活への影響（６Ｈ） ②  老化に伴うからだの変化と日常生活への影響（４
Ｈ）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第６巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする



通信講座

12

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

20 必須

通信講座 20 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

発達と老化の理解Ⅱ 茂木（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
老化について具体的な問題を学ぶ

[授業全体の内容の概要]
①  人間の成長・発達 ②  老年期の発達・成熟と心理 ③  高齢者に多い症状・疾病等と留意点

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○発達の定義、発達段階、発達課題について理解している。
○老年期の発達課題、心理的な課題（老化、役割の変化、障害、喪失、経済的不安、うつ等）と
支援の留意点について理解している。
○高齢者に多い症状・疾病等と支援の留意点について理解している。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

①  人間の成長・発達（7Ｈ） ②  老年期の発達・成熟と心理（7Ｈ） ③  高齢者に多い症状・疾病等と留意
点（6Ｈ）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第６巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする



通信講座

13

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

10 必須

通信講座 10 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

認知症の理解Ⅰ 茂木（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
認知症についての基礎を学ぶ

[授業全体の内容の概要]
①  認知症ケアの理念 ②  認知症による生活障害、心理・行動の特徴 ③  認知症の人とのかか
わり・支援の基本

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○  認知症ケアの取組の経過を踏まえ今日的な認知症ケアの理念を理解している。 ○  認知症に
よる生活上の障害、心理・行動の特徴を理解している。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

①  認知症ケアの理念（3Ｈ） ②  認知症による生活障害、心理・行動の特徴（4Ｈ） ③  認知症の人とのか
かわり・支援の基本（3Ｈ）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第６巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする



通信講座

14

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

20 必須

通信講座 20 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

認知症の理解Ⅱ 茂木（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
認知症についてのより具体的な知識を学ぶ

[授業全体の内容の概要]
①  医学的側面から見た認知症の理解 ②  認知症の人や家族への支援の実際

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○  代表的な認知症（若年性認知症を含む）の原因疾患、症状、障害、認知症の進行による変
化、検査や治療等についての医学的知識を理解している。
○  認知症の人の生活歴、疾患、家族・社会関係、居住環境等についてアセスメントし、その状
況に合わせた支援ができる。
○  地域におけるサポート体制を理解し、支援に活用できる。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

①  医学的側面から見た認知症の理解（10Ｈ） ②  認知症の人や家族への支援の実際（10Ｈ）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第６巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする



通信講座

15

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

10 必須

通信講座 10 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

障害の理解Ⅰ 二本柳（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
認知症についてのより具体的な知識を学ぶ

[授業全体の内容の概要]
①  障害者福祉の理念 ②  障害による生活障害、心理・行動の特徴 ③  障害児者や家族へのか
かわり・支援の基本

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○  障害の概念の変遷や障害者福祉の歴史を踏まえ、今日的な障害者福祉の理念を理解してい
る。
○  障害（身体・知的・精神・発達障害・難病等）による生活上の障害、心理・行動の特徴を理
解している。
○  障害児者やその家族に対する関わり・支援の基本を理解している。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

①  障害者福祉の理念（4Ｈ） ②  障害による生活障害、心理・行動の特徴（4Ｈ） ③  障害児者や家族へ
のかかわり・支援の基本（2Ｈ）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第７巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする



通信講座

16

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

20 必須

通信講座 20 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

障害の理解Ⅱ 二本柳（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
障害についてのより具体的な知識を学ぶ

[授業全体の内容の概要]
①  医学的側面からみた障害の理解 ②  障害児者への支援の実際

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○  様々な障害の種類・原因・特性、障害に伴う機能の変化等についての医学的知識を修得して
いる。
○  障害児者の障害、家族・社会関係、居住環境等についてアセスメントし、その状況に合わせ
た支援ができる。
○  地域におけるサポート体制を理解し、支援に活用できる。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

①  医学的側面からみた障害の理解（15Ｈ） ②  障害児者への支援の実際（5Ｈ）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]
実務者研修テキスト第７巻

修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする



通信講座

17

 授業担当者

 時間数(単位数）  配当学年・時期  必修・選択

20 必須

通信講座 20 Ｈ 課題添削

授　業　概　要　

 授業のタイトル（科目名）  授業の種類

こころとからだのしくみⅠ 二本柳（通信課題　講義　 演習　 実習 ）

 授業の回数

通信

[授業の目的・ねらい]
介護に係る身体の仕組みについて学ぶ

[授業全体の内容の概要]
①  介護に関係した身体の仕組みの基礎的な理解   （移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排
泄、着脱、整容、口腔清潔等）

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
○  介護に関係した身体の構造や機能に関する基本的な知識を修得している。

実務者研修テキスト第７巻
修了前に到達度評価の筆記試験を行
い基準に達した者を認定とする

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

①  介護に関係した身体の仕組みの基礎的な理解（移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、着脱、整
容、口腔清潔等） （20Ｈ）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]


